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＜連絡事項＞

· 本日、デイケア見学予定であった山道善文様について、本人の家族より連絡があり、「シャックリが止まらないので、今日は行けません。8月以降で都合のいい日に見学したいので、また連絡します」とのこと。

· 明日、中級昇格試験があるので、対象職員は受験してください。

· 明日、症例検討会があります。摩尼室長、瀧澤が出席予定。

· 27日(水)、伝達講習があるので、勤務者以外は出席してください。テーマは『精神科における看護過程とセルフケア看護アプローチ』。

· 29日(金)、院内研修があります。勤務者以外は出席してください。

· 9月のプログラム予定表は、各セクションとも本日中に提出のこと。

＜利用者様情報＞

· 戸賀沢　潔様～28日、青明舎主催でケア会議を実施する予定。現在の生活状況の確認と、借金問題　　　　　　　について話しあう予定とのこと。木村Ns.参加予定。

· 下村　藤江様～本日、定時までに本人から連絡もなく来所しなかったため、職員から自宅へ電話す　　　　　　　る。電話には出なかったものの、直後に本人から電話があり、「具合が悪いので、　　　　　　　今日は休みます」と話す。本人の話を聞き、来所を促すものの「行かない。明日は　　　　　　　必ず行きます」と言い、欠席となる。
　　　　　　　今後は本人の飲酒状況、服薬状況（特にシアナマイド）を確認していく。

· 今野　容子様～現在、健康状態は安定しているものの、高齢であるため、何が起こっても対応でき　　　　　　　るよう、職員側の対応方法（救急セットの使用方法等）について確認・勉強会を行　　　　　　　う。日程については今週中を予定として検討中。

· 其田　淑子様～足の状態が悪く、通所困難となっている。今後、本人の様子を確認しながら書く関　　　　　　　係機関と連携を取っていく。

＜通リハ評価＞

河村　哲久様　（34）　精神遅滞、心因反応

	評　価　項　目
	本　人　評　価

	A　身だしなみ
	５・４・３・２・ eq \o\ac(○,1)

	B　生活リズム
	５・４・３・ eq \o\ac(○,2)・１

	C　疎通性
	５・４・３・ eq \o\ac(○,2)・１

	D　自己表現
	５・４・３・ eq \o\ac(○,2)・１

	E　柔軟性
	５・４・３・ eq \o\ac(○,2)・１

	F　集中力と根気
	５・４・ eq \o\ac(○,3)・２・１

	G　常識的行動・マナー
	５・４・３・２・ eq \o\ac(○,1)

	H　デイケア外での対人交流
	５・４・ eq \o\ac(○,3)・２・１

	I　余暇・社会資源の利用
	５・ eq \o\ac(○,4)・３・２・１

	J　デイケア内での役割意識と行動
	５・４・３・ eq \o\ac(○,2)・１


＜現在の状況＞
※現在、青南病院デイケアを月2～3回利用中。自分で運動プログラムがある日を選び、参加している。
　当デイケアの他、小規模作業所「くるみの里」を利用中。平日はほぼ休まず通所しているとのこと。

A:保清面（頭髪、髭、爪など）や服装について、常に不潔・奇妙な印象を与える。年齢に不相応な服装をしていることもあるが、身だしなみについて本人の意識は低い。

B:デイケアに通所する際は事前に「○日に行きます」と連絡をしてくるが、定時に間に合うことはなく、いつもプログラム直前かプログラム中に来所する。また、「行きます」と連絡をしてきたにも関わらず、無断で欠席することもあり、時間や出席･欠席に関しての意識は低い。

C:プログラム等の説明については概ね理解しているが、理解できないことがあると何度も職員に確認したり、パニック状態になることがある。他者との会話の内容を理解できず、なかなか話の輪に参加できないことも多い。

D:自分の希望や意志を伝えることが困難で、相手に誤解を与えることも多い。また、自分が気になることについて状況・時間帯を問わず青南病院や青明舎に電話するなど、自己表現が過剰な面もある。

E:予想外の事態に対応できず、パニックになることが多い。また、他者の意見を正しく解釈できず、誤解に対して説明しても聞き入れられないことがある。

F:自分の好きなプログラム（運動、物づくり、分かりやすい内容のビデオ鑑賞など）には積極的に、集中して取り組むが、それ以外には理解・関心が薄く、声掛けを要する。

G:大声で叫ぶ、電話口で一方的に言いたいことを言って切る等、時々非常識的な行動があるが、最近ではあまり見られない。しかし、パニック状態になった時など、今後も非常識的行動をとることが十分予想される。また、母からの情報では、父親に対する暴力がある様子。

H:デイケア内の特定のメンバーとは、休日に待ち合わせをして出かけている様子。また、「くるみの里」の通所者とも、休日に一緒に出かけるなどして交流を持っている。以前は対人面でのトラブルが多かったが、最近ではトラブルがあったと聞くことは少なく、円滑に付き合えている様子。

I:バス等の交通機関は問題なく利用している。また、休日に友人を誘って買い物等を楽しむことも多く、有意義に過ごしているよう。自分の年金は自分で管理しており、銀行での手続きも自分で行っているよう。役所などでの手続きについては不明。

J:デイケアに通所する日が少ないこと、他メンバーとの交流が少ないことから、役割意識は低い。職員から掃除などについて助言すると行うが、通所日毎回ではない。

＜問題点と改善策＞

＊身だしなみ～本人の問題意識はとても低く、他者からの助言に対してパニックとなることが予想される。そのため、まずは本人の身だしなみ（入浴回数、髭剃り、爪の処理、服装など）について誉められる部分を評価し、本人の身だしなみに対する意識を高めていくことが必要と思われる。その上で、「こうすればもっと良くなる」という言い方でアドバイスしていくこととする。
＊常識的行動～常識・非常識の判断が困難であるため（精神遅滞によるところが大きいと思われる）、他者からの助言をうまく解釈できず、パニックになることが多い。本人は「友達が欲しい」と希望を話すこともあり、対人面でのスキルアップを目的として常識・マナーを習得していけるよう支援する。

＊総合評価　～予想外のことに対してパニックになりやすく、対人面でのトラブルを起こしやすい。また、ひとつのことにこだわり、悩み続ける傾向があるため、気分転換方法についてアドバイスしたり、こちらから本人の好むプログラムへの参加を促すなどして支援していく。また、来所の際は面談時間を設けて本人の悩み・混乱していること等を聞く。最近では、「くるみの里」での作業に対して「疲れる」等の不満を感じているため、デイケアでうまくリフレッシュできるよう助言・支援する。

　　　　　　　また、本人が集中して取り組むことができる「物づくり」等のプログラムに参加を呼びかけ、本人が自信を持てるよう関わっていく。

